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公立大学法人宮城大学中期目標・中期計画（大学案・資料１－１）に対する検討資料 
記 載 箇 所 

頁 目標 計画 
大   学   案 大学案に対する意見 修   正   案 

○  

〔事業構想学部〕 
事業構想学部は，高度な教員組織，特色ある

教育内容及び教育方法の充実に努め，経営と理

工学、美術の文理美を融合し，マネージメント

能力に優れ，新しい時代における各種事業を総

合的にプロデュースできる人材を養成する。 

 
・美術をデザイン系と言い換え，文

理融合を固有名詞として捉えて記

載する。 

〔事業構想学部〕 
 事業構想学部は，高度な教員組織，特色ある教

育内容及び教育方法の充実に努め，事業計画系，

デザイン系，情報系を「文理融合」し，マネージ

メント能力に優れ，新しい時代における各種事業

を総合的にプロデュースできる人材を養成する。 

 ○ 

〔事業構想学部〕 
教員組織の充実・高度化を進め，文理美融合

を図る専門教育のカリキュラム改革を実施し，

基礎ゼミから演習，総合研究，卒業研究に至る

少人数教育の体系化，インターンシップの拡大，

経営・起業科目の充実を行うとともに，（後略） 

 
・文理融合を固有名詞と捉えて記載

する。 

〔事業構想学部〕 
 教員組織の充実・高度化を進め，「文理融合」

を図る専門教育のカリキュラム改革を実施し，基

礎ゼミから演習，総合研究，卒業研究に至る少人

数教育の体系化，インターンシップの拡大，経

営・起業科目の充実を行うとともに，（後略） 

○  

ロ 大学院課程              
〔看護学研究科〕 
看護学研究科は，地域現場の課題に対応でき

る知識・技術及び管理能力・研究能力を持ち，

高度な実践を行う看護職を養成し，また，看護

学分野で自立的研究能力を持つ高度専門職業人

や教育者を養成する。 

 

 
 
・研究者も入れて記載する。 
・中期計画「ｂ」の博士課程の記載

内容に「研究者・大学教員」が入

っている。  

ロ 大学院課程 
〔看護学研究科〕 
看護学研究科は，地域現場の課題に対応できる

知識・技術及び管理能力・研究能力を持ち，高度

な実践を行う看護職を養成し，また，看護学分野

で自立的研究能力を持つ高度専門職業人や研究

者・教育者を養成する。 

3頁 

 ○ 

ロ 大学院課程              
〔看護学研究科〕 
 修士課程の高度専門職業人養成コースにおい

て，専門看護師を養成する。 

 
 
・「宮城大学大学院看護学研究科履修

規程」の規定により，「高度専門職

業人養成コース」を「専門看護師

コース」に修正する。以下同様。 
 

ロ 大学院課程              
〔看護学研究科〕 
 修士課程の「専門看護師コース」において，専

門看護師を養成する。 

資料１－２ 
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記 載 箇 所 

頁 目標 計画 
大   学   案 大学案に対する意見 修   正   案 

4頁  ○ 

〔事業構想学研究科〕 
ａ 博士前期課程では，高度専門職業人育成コ

ース及び学術研究コースにおいて，ビジネス

プラン・地域プラン及び空間デザイン・情報

デザインの専門家としての高度専門職業人の

育成と研究者・教育者を養成する。 

 
・「宮城大学大学院事業構想学研究科

履修規程」の規定により，「高度専

門職業人育成コース」を「高度職

業人育成コース」に修正する（県

案のとおり）。以下同様。 

〔事業構想学部〕 
ａ 博士前期課程では，「高度職業人育成コース」

及び「学術研究コース」において，ビジネスプ

ラン・地域プラン及び空間デザイン・情報デザ

インの専門家としての高度専門職業人の育成

と研究者・教育者を養成する。 

6頁  ○ 

ロ 教育課程 
（イ） 学士課程 
ａ 共通教育 
① 英語によるオーラル・コミュニケーション

能力を養成するため，30人程度のクラス編成

により英語教育を充実するとともに第二外国

語の中国語及びハングル（韓国語）を拡充す

る。 

 
 
 
・充実は「充実させる」又は「充実

を図る」と表現することが適切。 

ロ 教育課程 
（イ）学士課程 
ａ 共通教育 
① 英語によるオーラル・コミュニケーション能

力を養成するため，３０人程度のクラス編成に

より英語教育を充実させるとともに，第二外国

語の中国語及びハングル（韓国語）を拡充する。 

 ○ 

〔事業構想学部〕 
① 情報系とデザイン系，事業計画系の科目の

融合を図るとともに，起業マインドを育成す

る科目や，カーエレクトロニクス産業など地

域のニーズに対応した科目の充実を図る。 

 
・3頁の記載に同じ。 

〔事業構想学部〕 
① 事業計画系，デザイン系，情報系の科目の融

合を図るとともに，起業マインドを育成する科

目や，カーエレクトロニクス産業など地域のニ

ーズに対応した科目の充実を図る。 7頁 

 ○ 

〔事業構想学部〕 
③ 専門的な語学力の向上を図るため,ビジネ
ス英語を充実する。 

 

 
・充実は「充実させる」又は「充実

を図る」と表現することが適切。 

〔事業構想学部〕 
③ 専門的な語学力の向上を図るため，ビジネス

英語を充実させる。 

8頁  ○ 

（ロ）大学院課程 
④ 事業構想学研究科博士前期課程において

は,必修科目として,「高度専門職業人育成コ

ース」にプロジェクト研究（インターンシッ

プ，事例研究等）を追加するとともに，（後略） 
 

 
・4頁の記載に同じ（県案のとおり）。 

（ロ）大学院課程 
④ 事業構想学研究科博士前期課程においては,

必修科目として,「高度職業人育成コース」に

プロジェクト研究（インターンシップ，事例研

究等）を追加するとともに，（後略） 
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記 載 箇 所 

頁 目標 計画 
大   学   案 大学案に対する意見 修   正   案 

10頁  ○ 

〔事業構想学部〕 
③ より効果的な教育を実現するためのカリキ

ュラムの体系化を図るとともに、事業構想の

軸となる経営系科目群の見直しを行い、事業

構想学部としての先進性・独自性の維持を図

る。 

 
・カリキュラムの体系化など，記載

内容から見て7頁の「ロ 教育課

程」に記載すべきものではないか。 
・経営系科目群の内容が不明。 
・先進性・独自性を「維持」する表

現は適当ではないと考える。 

 
「ロ 教育課程」〔事業構想学部〕（7頁）の欄に

「④ 経営系科目群の見直しを行う。」として記

載する。 

 ○ 

ロ 大学院課程 
〔看護学研究科〕 
① コースワークの分離と融合により，「高度専

門職業人コース」及び「研究コース」，双方の

学生が互いの目的を明確にした上で，切磋琢

磨できる修学環境を提供する。 

 
 
・3頁の記載に同じであり，「研究コ

ース」は「研究論文コース」に修

正する（県案のとおり）。 

 

 
〔看護学研究科〕 
① コースワークの分離と融合により，「専門看

護師コース」及び「研究論文コース」，双方の

学生が互いの目的を明確にした上で，切磋琢磨

できる修学環境を提供する。 
11頁 

 ○ 

ロ 大学院課程 
〔事業構想学研究科（博士前期課程）〕 
② 「高度専門職業人育成コース」においては，

取得可能資格を明確にし，取得のための支援

や指導を行う。 

 

 
 
・4頁の記載に同じ（県案のとおり）。 

ロ 大学院課程 
〔事業構想学研究科（博士前期課程）〕 
② 「高度職業人育成コース」においては，取得

可能資格を明確にし，取得のための支援や指導

を行う。 

14頁  ○ 

ロ 教育及び教員の質の向上 
（ロ）授業評価 

学生による授業評価を全学で実施し，授

業評価の結果を教員評価と「授業改善計画」

に反映させる。 

 
 
・教員評価については，（イ）で記載

しており，ここでは，いかに授業

を良くするかについて記載する。 
・全学的な授業評価はこれから実施

するので，それに対応する「授業

改善計画」も今後策定するとの記

載にする（県案のとおり）。 
 

ロ 教育及び教員の質の向上 
（ロ）授業評価 

学生による授業評価を全学で実施し，授業

評価の結果をもとに「授業改善計画」を策定

する。 
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記 載 箇 所 

頁 目標 計画 
大   学   案 大学案に対する意見 修   正   案 

21頁 ○  

１ 地域貢献に関する目標 
（１）県民の高等教育機関としての役割 
「県民の高等教育機関」としての役割を果た

すため，県内の資質の高い高校生の進学を確保

するとともに，県内への人材供給に努める。 
（後略） 
 

 
 
・「県民の高等教育機関」としての役

割として，県内の資質の高い高校

生の進学を確保するという表現が

適切かどうかの検討が必要。 

 
 
◆記載内容について検討した上で，必要に応じて

修正する。また，修正の内容に応じて，計画の

記載も検討する。 

23頁  ○ 

（２）地域社会への貢献 
ハ 県からの受託事業である認定看護師スクー

ルの円滑な運営を確保し受託事業終了時の平

成 23年度以降の法人としての事業継承につ

いて検討する。 

 

 
・表現を修正して文調を整える。 

（２）地域社会への貢献 
ハ 県からの受託事業である認定看護師スクー

ルの円滑な運営を確保し，受託事業終了時（平

成２３年度以降）の事業継承について検討す

る。 

24頁  ○ 

ホ 地域連携センターに地域振興事業部を設置

し、自治体、企業等を対象にした受託調査研

究及び職員研修の事業を行なう。 

・受託調査研究，職員研修それぞれ

を事業名として記載する。 
ホ 地域連携センターに地域振興事業部を設置

し，自治体，企業等を対象にした受託調査研究

事業や職員研修事業を行う。 
 

26頁 ○  

（３）学外の有識者等の登用 
役員や審議会委員に優れた知識経験や能力を

もつ学外者を登用し，地域に開かれた大学運営

を推進する。 

 

 
・文言を修正する。 

（３）学外の有識者等の登用 
役員や審議会委員に優れた知識経験や能力を

有する学外者を登用し，地域に開かれた大学運営

を推進する。 

28頁  ○ 

【数値目標・目標年度】 
★業務の外部委託 
 ・給与計算（平成21年度） 
★専門職員の配置数（平成22年度までに） 
 ・理事長秘書1，情報職１，司書職2，国際

職1，調査研究職3 

 

 
・給与計算は，21年度当初には方向

性が決まっているので記載不要。 

・専門職員の配置は，現段階では未

確定なので削除。 

【数値目標・目標年度】 
 ※記載しない。 
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記 載 箇 所 

頁 目標 計画 
大   学   案 大学案に対する意見 修   正   案 

28頁  ○ 

４ 事務等の効率化・合理化に関する目標を達

成するための措置 

（２）事務の効率化 

 

    

 
 
 
・県案で記載していた「ニ」は記載

すべきと考える（「ホ」として記

載）。 

４ 事務等の効率化・合理化に関する目標を達成

するための措置 

（２）事務の効率化 

ホ 財務会計，学生教務等に係る業務のシステム

化・ネットワーク化を推進する。 

 

 ○ 

１ 外部研究資金その他の自己収入の増加に関

する目標を達成するための措置 
（１）外部資金の獲得 
ハ 外部資金の獲得額を教員評価と給料に反映

させる仕組みを確立する。 

 
 
 
・教員の研究に対してインセンティ

ブを与えることを主眼において記

載する（県案のとおり）。 

１ 外部研究資金その他の自己収入の増加に関

する目標を達成するための措置 
（１）外部資金の獲得 
ハ 外部資金の導入を進めるために研究を積極

的に行った教員に対し，研究費等に反映する仕

組みを確立する。 29頁 

 ○ 

【数値目標・目標年度】 
★講師以上の教員一人当たり平均外部資金獲

得額  
★外部資金獲得総額 

 
・左記の項目に加え，「外部資金の獲

得者数」も必要ではないか。 

【数値目標・目標年度】 
★教員の外部資金獲得者数 
★講師以上の教員一人当たり平均外部資金獲

得額  
★外部資金獲得総額 

32頁  ○ 

３ 人権の尊重に関する目標を達成するための

措置 

（２）セクシュアル・ハラスメントその他、役

職員の非違行為に対しては一層厳正・迅速

に処置する。 

 
 
・上述（１）の表現と同じにする。 

３ 人権の尊重に関する目標を達成するための

措置 

（２）セクシュアル・ハラスメント等，役職員

の非違行為に対しては一層厳正・迅速に処

置する。 

  


